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独立行政法人 情報通信研究機構

連携研究部門 テストベッド推進グループ

～次世代へとつながる研究開発を目指して～

みんなのみんなの ＪＧＮＪＧＮⅡⅡネットワーク！ネットワーク！
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1. ＪＧＮⅡとは

ＪＧＮⅡは、次世代のネットワーク関連の技術開発やアプリケーション開
発などに活用することを目的としたオープンな研究開発ネットワークです。
このネットワークは、ネットワーク関連の最先端の研究開発に加え、教
育・医療・防災等の幅広い分野で地域社会に密接したアプリケーション等
の実証実験に利用することができます。

こうした目的であれば、地方自治体、学校関係者、医療関係者、民間企業
等の方々をはじめ誰でも利用することができます。

ＪＧＮＪＧＮⅡⅡ

目的：研究開発目的：研究開発//実証実験実証実験
研究成果により研究成果により

未来のＩＣＴ社会を展望未来のＩＣＴ社会を展望
ご利用ご利用
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《《全国の各都道府県から使える全国の各都道府県から使える》》
アクセスポイントアクセスポイントは、４７都道府県全ては、４７都道府県全て（全国６４箇所）（全国６４箇所）にに
設置しています。設置しています。
《《高速・大容量高速・大容量》》
アクセスポイントによって異なりますがアクセスポイントによって異なりますが1010００MM～～1100GbpsGbps
でで接続接続できます。できます。

《《サービスが選べるサービスが選べる》》
２地点間２地点間接続、多地点接続が可能です。又、イーサネット接続、多地点接続が可能です。又、イーサネット
レベル、ＩＰレレベル、ＩＰレベルでベルでの接続が選べるので、用途に合わせたの接続が選べるので、用途に合わせた
使い方が可能です。使い方が可能です。
《《最先端の環境最先端の環境》》
最新技術に対応しており、多様な実験が可能です。最新技術に対応しており、多様な実験が可能です。
（（IPv6IPv6、、OXCOXC、光テストベッド）、光テストベッド） OXC:OXC:光スイッチ光スイッチ

２．ＪＧＮⅡの特徴
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ＪＧＮＪＧＮⅡⅡ

全国規模のネットワークを全国規模のネットワークを活用した各種の実験ができます活用した各種の実験ができます。。
回線やアクセスポイント回線やアクセスポイントの設備等の設備等ははJGNJGNⅡⅡの専用設備であり、の専用設備であり、
自由に（帯域）、安全に（自由に（帯域）、安全に（VLANVLAN）お使い戴けます。）お使い戴けます。
教育・医療・防災など、幅広い分野に活用戴けます。教育・医療・防災など、幅広い分野に活用戴けます。
VLANVLAN：仮想的にグループ分けしたＬＡＮ：仮想的にグループ分けしたＬＡＮ

３．利用者のメリット
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金沢
仙台

札幌

長野

高知

福岡

那覇

岡山

<１０G>
・中国基幹通信網構成拠点Ａ （岡山市）
・中国基幹通信網構成拠点Ｂ （広島市）
<１G>
・テレポート岡山 （岡山市）
<１００M>
・鳥取環境大学 (鳥取市)
・テクノアークしまね （松江市）
・ニューメディアプラザ山口 （山口市）

<１０G>
・近畿基幹通信網構成拠点 (大阪市)
・NICTけいはんな支所 (京都府精華町)
・京都大学 (京都市)
・大阪大学 (大阪府茨木市)
<１G>
・NICT神戸支所 (神戸市)
<１００M>
・びわ湖情報ハイウェイAP *            （大津市）
・奈良県工業技術センター （奈良市）
・和歌山大学 (和歌山市)
・兵庫県西播磨総合庁舎 （兵庫県上郡町）

<１０G> 
・九州基幹通信網構成拠点 (福岡市)
・北九州AIMビル (福岡県北九州市)
・九州大学 (福岡市)
<１００M>
・NetComさが （佐賀市）
・長崎大学 (長崎市)
・熊本県庁 (熊本市)
・豊の国ハイパーネットワークAP *

（大分市）
・宮崎大学 (宮崎市)
・鹿児島大学 (鹿児島市)

<１Ｇ>
・四国基幹通信網構成拠点 （高知市）
<１００M>
・香川大学 （香川県木田郡）
・徳島大学 (徳島市)
・愛媛大学 (松山市)
・高知工科大学 (高知県香美市)

<１Ｇ>
・東海基幹通信網構成拠点 (名古屋市)
<１００M>
・名古屋大学 (名古屋市)
・静岡県立大学 (静岡市)
・ソフトピアジャパン （岐阜県大垣市）
・三重県立看護大学 (津市)

<１０G>
・北陸基幹通信網構成拠点 （金沢市）
・いしかわクリエイトラボ （石川県能美市）
<１００M>
・(株)富山県総合情報センター （富山市）
・福井県情報スーパーハイウェイAP * （福井市）

< １００M >
・信越基幹通信網構成拠点

(長野市)
・新潟大学 (新潟市)
・まつもと情報創造館

（長野県松本市）

<1０G>
・関東基幹通信網構成拠点Ａ (東京都千代田区)
・関東基幹通信網構成拠点Ｂ (東京都千代田区)
・ＮＩＣＴ小金井本部 (東京都小金井市)
・ＮＩＣＴつくばリサーチセンター (茨城県つくば市)
・秋葉原ダイビル （東京都千代田区）
・東京大学 (東京都文京区)
・NICT鹿島宇宙技術センター (茨城県鹿嶋市)
<1G>
・(株)横須賀ﾃﾚｺﾑﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ （神奈川県横須賀市）
<100M>
・宇都宮大学 (宇都宮市)
・群馬産業技術センター （前橋市）
・麗澤大学 (千葉県柏市)
・早稲田大学本庄キャンパス （埼玉県本庄市）
・山梨県開放型研究開発センター （山梨県中央市）

<１0G>
・東北基幹通信網構成拠点 (仙台市)
<１G>
・東北大学 (仙台市)
・岩手県立大学 （岩手県滝沢村）
<１００M>
・八戸工業大学 (青森県八戸市)
・秋田地域IX *  （秋田市）
・慶応義塾大学鶴岡キャンパス

(山形県鶴岡市)
・会津大学 (福島県会津若松市)

<１G>
・北海道基幹通信網構成拠点 （札幌市）
・NPO法人北海道地域ネットワーク協議会

（札幌市）

20Gbps
10Gbps
1Gbps
光テストベッド

コアネットワーク拠点
(アクセスポイントとしても利用可能）

全国都道府県のアクセスポイント

大手町NICT
けいはんな支所

NICT
小金井本部

[凡例]

*IX:Internet eXchange AP:Access Point

<１Ｇ>
・沖縄基幹通信網構成拠点 （那覇市）

北海道

東北

関東

信越

近畿
中国

九州

東海

四国

沖縄

NICT
つくばRC USA

H19年1月現在

アメリカ シカゴ

タイ バンコク

シンガポール

北陸

大阪

名古屋

秋葉原

100Mbps

４．JGNⅡネットワーク概要

広島

北九州
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【岡山県】
中国リサーチセンター

・次世代インターネット相互接続性検証
の研究開発

【岡山県】
中国リサーチセンター

・次世代インターネット相互接続性検証
の研究開発

【福岡県】
九州リサーチセンター

・ネットワーク計測に基づく適応経路制御
技術の研究開発
・品質を考慮したシームレスな資源利用・
割当て制御技術の研究開発
・多様性・可変性に適応するE2E通信
制御技術の研究開発

【福岡県】
九州リサーチセンター

・ネットワーク計測に基づく適応経路制御
技術の研究開発
・品質を考慮したシームレスな資源利用・
割当て制御技術の研究開発
・多様性・可変性に適応するE2E通信
制御技術の研究開発

【茨城県】
つくばリサーチセンター

・高度HCI技術を活用した適応型
サービス制御の研究開発
・GMPLSネットワーク運用・管理
技術の研究開発

【茨城県】
つくばリサーチセンター

・高度HCI技術を活用した適応型
サービス制御の研究開発
・GMPLSネットワーク運用・管理
技術の研究開発

■リサーチセンター(全国に7箇所）

【大阪府】
大阪リサーチセンター

・拠点連携のためのセキュアな資源共
有技術の研究開発
・広域ネットワークにおける大規模データ
処理連携技術の研究開発

【大阪府】
大阪リサーチセンター

・拠点連携のためのセキュアな資源共
有技術の研究開発
・広域ネットワークにおける大規模データ
処理連携技術の研究開発

【東京都】
大手町リサーチセンター

・ネットワーク構築運用支援ツール群
の研究開発

・広域高信頼ネットワーク接続性提供
技術の研究開発
・IPv6機器検証評価手法とツールの
研究開発

【東京都】
大手町リサーチセンター

・ネットワーク構築運用支援ツール群
の研究開発

・広域高信頼ネットワーク接続性提供
技術の研究開発
・IPv6機器検証評価手法とツールの
研究開発

【宮城県】
東北リサーチセンター

・アプリケーション指向型運用管理
プラットフォーム技術の研究開発

【宮城県】
東北リサーチセンター

・アプリケーション指向型運用管理
プラットフォーム技術の研究開発

【高知県】
四国リサーチセンター

・サラウンディング・コンピューティング
技術の研究開発

【高知県】
四国リサーチセンター

・サラウンディング・コンピューティング
技術の研究開発

■NICT本部・研究センター

【東京都】
NICT小金井本部

・先端基礎・基盤技術研究

【東京都】
NICT小金井本部

・先端基礎・基盤技術研究

【京都府】
知識創成コミュニケーション研究センター

（NICTけいはんな支所）
・先端基礎・基盤技術研究

【京都府】
知識創成コミュニケーション研究センター

（NICTけいはんな支所）
・先端基礎・基盤技術研究

H18年4月～５．NICTにおけるJGNⅡの研究開発拠点
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６．研究プロジェクト活動状況①

－－JGNJGNⅡⅡをを活活用した研究開発プロジェクト（一般利用）：用した研究開発プロジェクト（一般利用）：１１４５４５件件 －－

（※各プロジェクトの件数については申請書のタイトル・内容等からNICTにて集計したものです。）

（プロジェクト分類：複数カウント）（プロジェクト分類：複数カウント）

●●ネットワーク関連ネットワーク関連
・・ネットワーク基盤関連技術ネットワーク基盤関連技術 ２２２２件件
・・光関連技術光関連技術 ２０２０件件
・ＩＰｖ６・ＩＰｖ６関連技術関連技術 １１８８件件
・・セキュリティ関連技術セキュリティ関連技術 １１４件４件

●●ミドルウエアミドルウエア関連関連
・量子・量子通信関連通信関連技術技術 ２２件件
・・グリッド研究グリッド研究 １２１２件件
・ヒューマンインターフェイス・ヒューマンインターフェイス ７７件件

●●アプリケーション関連アプリケーション関連
・・教育関連分野教育関連分野 １１８８件件
・医療関連分野・医療関連分野 ９９件件
・地域・地域分野分野 １１４４件件
・コンテンツ・コンテンツ分野分野 １１８８件件
・環境・科学・環境・科学分野分野 ６６件件

2004.4～200７１
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2

1

80

16

2

プロジェクト数

4北陸

0信越

85関東

25東北

3北海道

デモ利用数地区

1414５５

12

9

5

10

8

プロジェクト数

203203合計合計

20九州・沖縄

22四国

18中国

19近畿

7東海

デモ利用数地区

参加研究者数参加研究者数 1515２２55人人
参加研究機関数参加研究機関数 510510機関機関

・大学・高専・大学・高専 240240機関機関
・企業等・企業等 138138機関機関
・政府系研究機関・自治体・政府系研究機関・自治体 9292機関機関
・海外研究機関・海外研究機関 3535機関機関
・その他（協議会など）・その他（協議会など） 55機関機関

JGNJGNⅡⅡにおける人材育成における人材育成

海外プロジェクト数海外プロジェクト数 2020件件

米国、タイ、シンガポールの研究機関の他、他のネット
ワークを経由して、欧州や東アジア地域の機関とも連携
した研究開発を実施。

海外プロジェクト海外プロジェクト

JGNJGNⅡⅡにおけるにおける地域情報化地域情報化

2004.4～200７.１

※プロジェクトリーダー所属機関の所在地でカウント

（※各数値は延べ数）

６．研究プロジェクト活動状況②
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７．主なネットワーク・ミドルウェア
関連技術などの研究開発

◆◆ネットワーク基盤関連ネットワーク基盤関連技術技術
・・ ネットワーク経路制御技術の研究ネットワーク経路制御技術の研究 ((研究機関：大学等研究機関：大学等))

◆◆光関連技術光関連技術
・・ 光多波長光多波長WDMWDMﾈｯﾄﾈｯﾄﾜﾜｰｸにおける伝送技術の研究ｰｸにおける伝送技術の研究 ((研究機関：研究機関：NICT)NICT)
・・ 高機能光波長高機能光波長//ﾊﾟｹｯﾄ関連技術に関する研究ﾊﾟｹｯﾄ関連技術に関する研究 ((研究機関：大学、企業、研究機関：大学、企業、NICT)NICT)
・・ ｸﾞﾘｯﾄﾞｽｹｼﾞｭｰﾗとｸﾞﾘｯﾄﾞｽｹｼﾞｭｰﾗとGMPLSGMPLSを用いたﾗﾑﾀﾞﾊﾟｽｻｰﾋﾞｽの連携実験を用いたﾗﾑﾀﾞﾊﾟｽｻｰﾋﾞｽの連携実験 ((研究機関：企業研究機関：企業)) 他他

◆◆IPv6IPv6関連技術関連技術
・・ 広域広域IPv6IPv6マルチキャスト配信実験マルチキャスト配信実験 ((研究機関：中国研究機関：中国RC)RC)
・・ CATVCATVﾈｯﾄﾜｰｸにおけるﾈｯﾄﾜｰｸにおけるIPv6IPv6ｻｰﾋﾞｽの導入検証ｻｰﾋﾞｽの導入検証 ((研究機関：企業研究機関：企業)) 他他

◆◆セキュリティ関連技術セキュリティ関連技術
・・ 不正ｱｸｾｽ等再現実験環境の統合手法に関する研究不正ｱｸｾｽ等再現実験環境の統合手法に関する研究 ((研究機関：研究機関：NICT)NICT)
・・ 混在ﾈｯﾄﾜｰｸ環境下におけるﾊﾟｹｯﾄ整形技術、暗号ｾｷｭﾘﾃｨ技術を使った通信安全性確保の研究混在ﾈｯﾄﾜｰｸ環境下におけるﾊﾟｹｯﾄ整形技術、暗号ｾｷｭﾘﾃｨ技術を使った通信安全性確保の研究
((研究機関：企業、自治体他研究機関：企業、自治体他)) 他他

◆◆量子通信関連技術量子通信関連技術
・・ 量子暗号通信の光ﾌｧｲﾊﾞ網通信実験量子暗号通信の光ﾌｧｲﾊﾞ網通信実験 ((研究機関：企業研究機関：企業))
・・ 計算ｸﾞﾘｯﾄﾞ上での大規模ﾏﾃﾘｱﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ計算ｸﾞﾘｯﾄﾞ上での大規模ﾏﾃﾘｱﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ((研究機関：大学研究機関：大学))

◆◆グリッド関連技術グリッド関連技術
・グリッドと超広帯域光ネットワークの連携実験・グリッドと超広帯域光ネットワークの連携実験 ((研究機関：企業・大学他研究機関：企業・大学他))
・・ IPv6/IPSecIPv6/IPSecに準拠したに準拠したGRIDGRID対応通信技術の開発対応通信技術の開発 ((研究機関：企業研究機関：企業)) 他他

◆◆ヒューマンインターフェース関連技術ヒューマンインターフェース関連技術
・・ 視線一致型電子対面ｼｽﾃﾑの実証実験視線一致型電子対面ｼｽﾃﾑの実証実験 ((研究機関：大学研究機関：大学))
・・ 多数の双方向ﾋﾞﾃﾞｵｽﾄﾘｰﾑを同時に利用した遠隔仮想ｻﾛﾝ多数の双方向ﾋﾞﾃﾞｵｽﾄﾘｰﾑを同時に利用した遠隔仮想ｻﾛﾝ ((研究機関：大学研究機関：大学)) 他他
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８．主なアプリケーション開発に関する
実証実験

◆◆教育教育関連関連分野分野
・・ ﾈｯﾄﾜｰｸを通ずる生涯学習講座等の最適配信方式の研究ﾈｯﾄﾜｰｸを通ずる生涯学習講座等の最適配信方式の研究 ((研究機関：企業他研究機関：企業他))
・・ IPv6IPv6を活用した遠隔教育の実証実験を活用した遠隔教育の実証実験[[高度高度ITIT共同実験共同実験] (] (研究機関：大学・企業他研究機関：大学・企業他))

◆◆医療医療関連関連分野分野
・・ IPIPｖｖ66による医療系による医療系VGNVGN実用化技術実証実験実用化技術実証実験 ((研究機関：研究機関：NPONPO、、企業企業、、大学大学))
・・ 高速ﾈｯﾄﾜｰｸを利用した高効率なｼｽﾃﾑ生物研究環境構築高速ﾈｯﾄﾜｰｸを利用した高効率なｼｽﾃﾑ生物研究環境構築 ((研究機関：大学研究機関：大学))

◆◆地域関連分野地域関連分野
・・ 地域間相互接続プロジェクト地域間相互接続プロジェクトⅡⅡ[RIBB[RIBB--ⅡⅡ] (] (研究機関：大学、自治体、企業研究機関：大学、自治体、企業))
・・ 地域間広帯域ｺﾝﾃﾝﾂ流通基盤実験地域間広帯域ｺﾝﾃﾝﾂ流通基盤実験 ((研究機関：大学、自治体、企業研究機関：大学、自治体、企業)) 他他

◆◆コンテンツ関連分野コンテンツ関連分野
・・ 通信ﾈｯﾄﾜｰｸ利用放送技術の研究開発実証実験通信ﾈｯﾄﾜｰｸ利用放送技術の研究開発実証実験 ((研究機関：企業研究機関：企業))
・・ 4k(40964k(4096××21602160画素画素) ) 映像配信実験映像配信実験 ((研究機関：大学・企業他研究機関：大学・企業他)) 他他

◆◆環境・科学関連分野環境・科学関連分野
・・ 動的再構成による大規模分散災害情報ﾈｯﾄﾜｰｸ開発動的再構成による大規模分散災害情報ﾈｯﾄﾜｰｸ開発 ((研究機関：大学他研究機関：大学他))
・・ 高速ﾈｯﾄﾜｰｸ利用によるｼﾞｵｽﾍﾟｰｽ環境情報の共有化と相互利用高速ﾈｯﾄﾜｰｸ利用によるｼﾞｵｽﾍﾟｰｽ環境情報の共有化と相互利用 ((研究機関：大学・自治体他研究機関：大学・自治体他))
・・ ee--VLBI VLBI 実験実験 ((研究機関：研究機関：NICTNICT、企業、高専、企業、高専)) 他他
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９．海外回線を活用した研究開発

◆◆米国回線米国回線

Ｈ１６年８月に運用開始
一般利用プロジェクト数 13件 延べ研究者数 133 人
○多様性可変性に適応するエンドツーエンド通信制御（研究機関：九州RC他)
○高速ネットワーク上のグリッド環境構築に関する研究開発（研究機関：政府系研究機関他）
○衛星データの高速転送及び、保存配布技術の研究開発（研究機関：政府系研究機関他）
○iGRID2005,SC|05等の国際会議にて長距離・広帯域伝送の実証実験を実施 等

◆◆タイ回線・シンガポール回線タイ回線・シンガポール回線

Ｈ１７年１１月に運用開始
一般利用プロジェクト数 8件 延べ研究者数 114 人
○超高速インターネットを利用した次世代国際共同研究に関する研究（研究機関：大学他）
○高速ネットワークを用いる国際遠隔教育の実践と評価（研究機関：大学他）
○３D-HD方式とブロードバンドを活用した眼科医療における遠隔医療の検証（研究機関：企業他） 等等

2004.4～200７.１
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１０．ＪＧＮⅡの利用事例①

★量子暗号通信に関する研究開発（研究機関：企業）
量子暗号通信の実用化に向けて、実際の光ファイバ網を
通信路として長期間に亘り運用試験を行ない、温度など
の環境変化や種々の揺らぎに対する安定性、耐久性、
暗号の安全性についての研究開発を行う。

★次世代ルーティング技術に関する研究開発
（研究機関：企業、大学、ＮＩＣＴ）

ＧＭＰＬＳの技術を使った大規模ネットワークでの運用を
想定し、シグナリングやルーティングプロトコルなどの
相互接続性、および広域ネットワーク上での動作検証に
関する実証実験を行う。

ネットワーク・通信技術分野での利用



13

★ネットワークを利用したＶＬＢＩ実験（研究機関：企業、ＮＩＣＴ）
国内と国外にあるVLBI （超長基線電波干渉計）観測用アンテナ
で受信した膨大なデータを、ネットワークを経由してリアルタイム
もしくは準リアルタイムに伝送し、処理に必要な時間の短縮、
および観測精度の向上を果たす。また、膨大な観測データの
長距離伝送を安定して高速に行うための技術開発を行う。

ネットワーク・通信技術分野での利用

★IPv6を用いたユビキタス社会実験研究（研究機関：大学）
工業系高等学校の生徒が大学の支援を得て、IPv6技術を
用いた情報家電などの情報端末が具体的にどのように
実現できるか、実際に自ら情報端末を作成し、ネットワーク
上で実証実験を行う。

環境・科学分野での利用

IPv6IPv6

１０．ＪＧＮⅡの利用事例②
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★遠隔カウンセリング（研究機関：大学、自治体）
地域社会において治療と予防の両面で適切なカウンセリング
環境を構築するため、ネットワークを活用した次世代型遠隔
カウンセリング環境に関する開発・検証を実施する。

★ネットワークを利用した学習講座の研究
（研究機関：企業、大学、自治体）

生涯学習講座のオンライン配信について、社会的実用性、
双方向通信機能やマルチキャストによる最適な配信方式の
研究、および配信ネットワーク制御や運用管理方法の研究
を行う。

教育・医療・福祉分野での利用

１０．ＪＧＮⅡの利用事例③
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利用開始利用開始

１１．利用開始までの手続き

ステップステップ①① ：： 研究計画書研究計画書
プロジェクト概要・研究機関情報などを提出して頂きます。プロジェクト概要・研究機関情報などを提出して頂きます。

ステップステップ②② ：： 共同研究契約の締結共同研究契約の締結
ＮＩＣＴから内定のお知らせ後に締結します。ＮＩＣＴから内定のお知らせ後に締結します。

ステップステップ③③ ：： 回線／設備の準備回線／設備の準備

ＪＧＮＪＧＮⅡⅡアクセスポイントに、利用者が準備した回線等を接続します。アクセスポイントに、利用者が準備した回線等を接続します。
（（※※多様なアクセス回線を選択できます。）多様なアクセス回線を選択できます。）
ＮＩＣＴ側では、これに合わせてＪＧＮＮＩＣＴ側では、これに合わせてＪＧＮⅡⅡの設定を行います。の設定を行います。
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シンポジウムシンポジウム
研究発表会研究発表会
フォーラムフォーラム 、、、、などなど

１２．ご利用にあたり

研究テーマ、研究機関をＪＧＮ研究テーマ、研究機関をＪＧＮⅡⅡのホームページ上に、掲載させていただきのホームページ上に、掲載させていただき
ます。また、利用者と相談の上事例集として研究内容全体を紹介する場合もます。また、利用者と相談の上事例集として研究内容全体を紹介する場合も
あります。あります。

全国各地のイベントなどで、発表をお願いする場合があります。全国各地のイベントなどで、発表をお願いする場合があります。

共同研究相手がいない場合、ＮＩＣＴから別の研究機関を、共同研究相手がいない場合、ＮＩＣＴから別の研究機関を、
ご紹介する事もできます。ご紹介する事もできます。

報告書の提出を、年度毎にお願いしています。報告書の提出を、年度毎にお願いしています。

なお、ご利用期間なお、ご利用期間は個別にご相談下さい。（は個別にご相談下さい。（平成平成2020年年33月月までまで（予定）（予定）））
本ネットワークは研究開発本ネットワークは研究開発目的目的のネットワークなので、営利目的では利用でのネットワークなので、営利目的では利用で
きませんきません。。詳しくはＪＧＮ詳しくはＪＧＮⅡⅡホームページをご覧ください。ホームページをご覧ください。



17

ご相談等ありましたら、以下の連絡先まで

お気軽に、ご連絡ください！！

独立行政法人情報通信研究機構 連携研究部門テストベッド推進グループ

〒184-8795 東京都小金井市貫井北町4-2-1 1号館2階
TEL:042-327-6005

E-Mail:jgn2center@jgn2.jp

JGNⅡホームページ

URL http://www.jgn.nict.go.jp/

１３．お問い合わせ


